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『蛋白質 核酸 酵素』バ ックナンバーの

全 文検索サービス公開 にあたって

川本祥子

大量の情報がデータや論文として生み出される生命科学分野において,総 説やレビューは個々の情報を関連づけ,知 識を体

系化する重要な役割をはたしている.したがって,総説の全文がデータベースと組み合わせて検索可能になれば,その効果

ははかりしれない.2008年6月より,統合データベースプロジェクトのサービスのひとつとして,『蛋白質核酸酵素』

のバックナンバー全文を含むデータベース横断検索がはじまった.こ の国内初の試みの趣旨と概要について解説する．

■統合データベースプロジェク ト ■文献検索 ■オープンアクセス

はじめに

21世 紀 に入 り,人 類 を と りま く情 報 環 境 は大 き く変 革 さ

れ た.あ らゆ る情 報 が 電 子 化 され,イ ン ター ネ ッ トに の っ

て流 通 す る よ う に な り,そ の 量 は桁 違 い に大 き くな っ て き

たの で あ る.米 国IDC(International Data Corporation)

の調 査 に よ る と,2006年 の世 界 の デ ジ タ ルデ ー タ量 は161

エ クサバ イ ト(エ クサ=1018の 単 位)で,2011年 に はそ の約

10倍 の1800エ ク サ バ イ トに 達 す る と予 測 さ れ て い る

(IDC白 書 「膨 張 す る デ ジ タル ・ユ ニ バ ー ス:世 界 の情 報 量

に 関す る2011年 までの 成 長 予 測 」,http://www.emc.com/

collateral/analyst-reports/diverse-exploding-digital-

universe.pdf).こ の数字は,20世 紀までに人類が記 した書

籍の何百万倍 ものデジタルデータが,た った1年 で生み出

されるということを意味する.情 報爆発時代に突入 し,わ

れわれの生活はデジタルデータであふれるようになった.

生命科学分野 も,時 まさにこれと歩調を合わせるかのよ

うに,21世 紀にさしかかるころからデータの大量生産時代

に突入した.2003年 に発表されたヒトゲノムは完全解読ま

でに約20年 を要 したが,次 世代シークエ ンサーの登場で,

2010年 に は,あ る個 人 の 全 ゲ ノムが わ ず か数 日で解 析 で き

る よ う にな る だ ろ う とい われ て い る.生 命 の設 計 図 の 完 成

は部 品 の 機 能 解 明 に拍 車 をか け,日 々,膨 大 な 量 の デ ー タ

が 生 み 出 され てい る.

こ の よ う なな か,当 然,研 究 者 と情 報 を と りま く環 境 も

変 わって きた.そ の なか で も もっ と も大 きな ものは,文 献 の

検 索 や 閲覧 で は ない だ ろ うか1).1998年,生 化 学 の代 表 的

な ジャー ナル であ るJournal of Biological Chemistry(JBC)

誌 が6カ 月 を経 たバ ック ナ ンバ ー の無 料 公 開 を は じめ,当

時,た いへ ん な話 題 にな ったが,現 在 で は多 くの ジ ャーナ ル

が 電子 化 され た論 文 の全 文 を公 開 してお り,電 子 ジ ャーナ ル

とい う,冊 子 媒体 を と もなわ ない ジ ャ ンル も出現 した.米 国

National Center for Biotechnology Information(NCBI)の

PubMed Centralや 米 国Stanford大 学 のHighWirePressな

どを利 用 す れ ば,1000誌 以 上 を い ち ど に検 索 す る こ とが可

能 であ る.研 究 者 は実験 室 のか たわ らにあ る情報 端 末 で,世

界 中 の論 文 を閲 覧 す る こ とがで きる よ うに な った ので あ る.

そ して2008年,生 命科 学 分 野 の ジ ャー ナ ル は さ らに大 き

な ター ニ ングポ イ ン トを迎 え る こ ととな った.米 国National

 Institutes of Health(NIH)が 論 文 のパ ブ リ ック ア クセ ス 方

針 を決 定 し,公 的 資 金 に よる研 究 論 文 は 一 定期 間 を経 過 し

た の ちす べ て オー プ ンア クセ ス とす る こ とを義 務 化 したか ら

で あ る(http://publicaccess.nih.gov/).こ れ は 出版 業 界 に

大 きな 波 紋 を投 げ か け た が,大 勢 は オー プ ン化 の 方 向 に む

か っ て お り,ほ か の 国 々 で も順 次 導 入 され て い く見 込 み で

あ る.わ が 国 の生 命 科 学 分 野 の 成 果 は,こ う した話 題 の渦
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中にある欧米のジャーナルへの投稿を中心に発展 してきた

が,国 内をかえりみれば,本 誌 『蛋白質 核酸 酵素』をはじ

めとする日本語総説誌に幅広い領域から最新の研究が紹介

され,生 命科学というめまぐるしく発展する分野を理解す

るため多 くの人々の助けとなってきた.現 在は電子化 も公

開もなされていないこうした過去の文献がオンラインで利

用できるようになれば,良 質な知識の基盤 となり,国 内の

研究にさらに寄与することが可能となるだろう.

統合データベースプロジェク ト*1では,こ の生命科学分

野全体の財産ともいうべ き日本語総説誌 を本棚 に死蔵させ

*1総 合科学技術会議が掲げる戦略重点 科学技術 のひとつ “世界最高水準の ライフサイエ ンス基盤整備”を実施す る文部科学省のプ ロジェク ト(2006～2010

年).大 学共同利用機関法人 情報 ・システム研究機構の ライフサイエンス統合データベースセ ンターが中核 機関 として,国 内の生命科学 に関するデータベ
ース戦略の立案実施,デ ータベースの統合化,ポ ータルサイ ト構 築,基 盤技術 開発 などを行なっている.

図1統 合 デ ータベ ース プ ロジ ェ ク トの ポ ー タル サ イ ト“統 合 ホ ーム ペ ー ジ ”

『蛋 白質 核酸 酵素』の検索には,全 文検索とデータベース横断検索の2つ のサー ビスがある(http://lifesciencedb.jp/).

図2“ 蛋白質核酸酵素 全文検索”の トップページ
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ず有効に活用することはできないかと考え,『蛋白質 核酸

酵素』のバ ックナンバーの公開について,出 版元である共立

出版株式会社 と協議を進めてきた.『蛋白質 核酸 酵素』は

商業誌であり,公 開によって販売数が減少するのではない

かという危惧がないわけではない.し かし,激 変する社会

のなかで,過 去の記事をオンラインで,し かも無償で公開

することは,そ れ以上の価値を生み出す ということで両者

の意見は一致 した.そ こで,発 行から約2年 を経過した総

説記事(Review, Short Review, 解説,特 集 など)につ

いてPDFフ ァイルを公開することが決定した.統 合データ

ベースプロジェク ト側からは検索サービスなどの情報技術

を提供し,約2年 の準備期間を経て,こ こに『蛋白質 核酸

酵素』バックナンバーの全文検索サービスを公開することが

できるようになった.記 事の全文検索のほか,分 子データ

図3“ 蛋白質核酸酵素 全文検索”

での検索結果一覧の表示画面

図4“ 蛋白質核酸酵素 全文検索”

のPDFフ ァイル閲覧画面
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ベースと組み合わせた横断的な検索 も可能である.本 稿で

は,以 下,こ れらの利用法について解説する.

Ⅰ『蛋白質 核酸 酵素』バックナンバーの
全文検索

統 合 デ ー タベ ース プ ロジ ェ ク トで は,デ ー タベ ー スの カ タ

ログや デ ー タベ ー ス検 索 な どさ まざ まなサ ー ビス を集 め,ポ

ー タル サ イ ト“統 合 ホ ー ムペー ジ”(http://lifesciencedb .jp/,

図1)か ら公 開 して い る[本 シ リーズ2008年3月 号,川 本 祥

子 ・坊 農秀 雅の項 参 照].統 合 ホ ー ムペ ー ジに ア クセ ス す る

と,文 献 検 索 の 項 目に “蛋 白 質 核 酸 酵 素 全 文 検 索 ”へ の

リ ン クが あ り(図1),こ こ を ク リ ッ クす る と “蛋 白 質 核 酸

酵 素 全 文 検 索 ”のペ ー ジ(図2)へ とジ ャ ンプす る.

図5“ 生命科学データベース横断検索”の検索画面

図6キ ー ワー ドサ ジェス ト機能
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それでは,実 際に検索を行なってみよう(図3).た とえ

ば,検 索キーワー ドとして“幹細胞 増殖因子”と入力する.

Searchボ タンをクリックすると,検 索結果として,記 事に
“幹細胞”と“増殖因子”を含むもののタイ トルがスコア順年

代(降 順)に 表示される.こ のとき,検 索結果にはタイトル

の下に記事の一部が表示 され,“ 幹細胞”と“増殖因子”が

蛍光マーカーで示される.さ らに,左 側の発行年一覧には

発行年別のヒット件数が表示され,検 索結果を発行年別に

絞 り込むこともで きる.全 文検索なので,タ イトルや要旨

に含 まれていないキーワー ドでも検索が可能である.ヒ ッ

トしたもののなかから記事を選んでそのタイトルをクリック

すると,PDFフ ァイルが開き,記 事の全文を読むことがで

きる(図4).な お,PDFフ ァイルを閲覧するにはAcrobat

 Reader(無 償)が 必要となる.ま た,“蛋白質 核酸 酵素 全

文検索”では,現 在は2005年 末までに発行された例月号の

総説記事について全文 を検索 し閲覧することができるが,

コラムやシリーズ,ま た,増 刊号の記事 については検索で

きない.

ここで,利 用にあたっての注意点を示しておきたい.こ

の検索サービスは出版社がもつ出版権の範囲で行 なわれて

お り,著 作権法にもとづ き,そ の利用は個人での利用に限

定 されている.よ って,PDFフ ァイルのダウンロー ド,な

らびに,印 刷 はできないようになっている.も ちろん,コ

ピーや改変,転 載なども禁止されている.も し違法な使用

表1全 文検索が可能なWebサ イトおよびデータベース
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が多発すれようであれば,こ のサービスの継続は困難にな

ることを理解 してほしい.

Ⅱ生命科学データベース横断検索

『蛋白質 核酸 酵素』のバックナンバーを検索できるもう

ひとつのサービスが,生 命科学データベース横断検索であ

る(図5).統 合ホームページのDB検 索の項 目に“生命科学

データベース横断検索”へのリンクがある(図1),2008年6

月に公開を開始 したこのサービスは,複 数のデータベース

を一括 して検索できる機能をもった,デ ータベース統合化

における重要な柱のひとつである2).総 説や報告書,特 許

などの日本語の文献情報と分子データベースとをあわせて

検索することを可能にした国内初の試みであり,こ れまで

並べて見ることのできなかった情報を一括 して取得するこ

とで,従 来にない価値を生み出すことに成功 した.そ のな

かで,『蛋 白質 核酸 酵素』のバ ックナンバーは分子データ

ベースどうしを結びつける重要な役割をはたしている.

生命科学データベース横断検索における代表的な機能を

紹介する(図5).こ こでは,検 索キーワー ドとして“転写因

子”と入力した場合を示している.

機能1:検 索結果を利用者の用途に応 じて並び替えること

ができる.た とえば,“植物研究者向け”をクリックすると,

植物のデータベースが上位にくるようになる.文 献を中心

に検索を行なう場合は“一般向け”とする.

機能2:検 索結果を画面の左側にあるデータベースごとに絞

り込むことができる.

機能3:検 索オプションでは,遺 伝子IDや 著者名を限定し

た検索ができる.

機能4:キ ーワー ドサジェス ト機能をもたせることで,専 門

分野以外の情報の入手も容易になっている(図6).こ こで

は,“A” と入力することで,Aで はじまるキーワー ドがポ

ップダウンリス トで示されている.こ のなかから,自 分の

調べたいキーワードを選ぶことができる.

機能5:検 索キーワー ドに日本語を使うことができ,こ のと

き,日 英変換が自動に行なわれる.図5の 例では,“tran

scription factor”も検索キーワー ドとなっている.な お,こ

のとき変換辞書 としては,お もにライフサイエ ンス辞書を

利用している.

この生命科学デー タベース横断検索 は,基 本的には

Googleラ イクな検索であるが,検 索エ ンジンにはオープン

ソースのHyper Estraierを 利用 しており,公 開時点での検

索対象は国内外あわせて32で ある(表1).今 後は,さ らに

収録するデータベースを拡大 していくほか,文 献(具 体的に

は,雑 誌のバ ックナンバーなど電子化されていない文書や,

公開されていても自由に検索ができない文書,散 逸 してい

る文書)へ のアクセスの確保をより一層強めていく予定であ

る.ま た,現 状 はキーワー ドのヒット数に頼っている検索

結果であるが,検 索精度をさらに向上 させるための情報技

術の開発や,辞 書やオントロジーの構築,索 引づけは,短

期間に達成すべ き課題である.で きるだけ多 くの方に使っ

てもらい,意 見を聞かせていただきたい.

おわりに

電子化 された情報が爆発的に増加するなかで,必 要な情

報を見つけ出すことはさらに難易度が高まっているとさえ

感 じられる.そ の原因には,情 報量の多さだけでなく,情

報はさまざまな形をしていて,1カ 所に留 まっていないなど

の性質もあわさっている.Googleを しのぐ検索は,今 後 も

容易には実現 されないかもしれない.統 合データベースプ

ロジェクトでは,利 用者が情報の取得 に払ったコス ト以上

に得 られた効果のほうが大 きいと感 じられるような検索サ

ービスの開発をめざすと同時に,文 献やデータベースの公

開を促進 してい くことで,生 命科学分野での情報格差を減

らすことに努力 していきたいと考えている.

最後にな りましたが,今 回のバックナンバー公開の趣 旨

に賛同し実現にご協力いただいた共立出版株式会社 に感謝

いたします.
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